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日 '吊F 対 三百
黄恵偵(ホアン ・ フイチェン)監督・撮影 侯孝賢(ホウ・シャオシエン)製作総指揮
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頃瓦古吉婚した相手は、
博徒で酒乱のDV里主"')t.: I 耳石蚕業を手伝うため、

10歳で小学校を逗主Lt.: I 

記憶にある限り母にはいつも“彼女"がいた
暴力を振るう夫から身を守るために、アヌはチェンとその妹を連れて家を逃げ出した。 弔い業に

対する世間の冷ややかな視線、そして周囲に隠すことなく「女性が好きな女性J として奔放に

振る舞うアヌへの偏見。 さらに娘たちよりも恋人を優先するアヌに、チェンは次第に不信感を

募らせ、母娘関係はいつしか他人同士のように冷え切ってしまう。やがて自らもー児の母と

なったチェンは、家族の姿を映画に撮ることで、アヌの本音を聞き出し、自分の秘密を打ち明ける。

7

一「女」であること、「自分」を生きること
2019年にアジアで初めて向性婚が合法化された台湾。 だが、 1950年代の農村に生まれた

母アヌが過ごしてきたのは、父親を中心とした 「家」の制度が支配する、保守的な社会

だ、った。 娘チェンは消えゆく台湾土着の葬送文化 〈牽亡歌陣) とともに、レズピアンである

母の、ありのままの姿を映像に収め続ける。 多くを語りたがらない母に、娘が口に出せずに

いた想いをぶつける時、世代や価値観を越えてふたりが見つけ出した答えとは一一?

日常対話
監督・撮影ーホアン ・ 7イチェン(貨恵偵)

製作総指揮ホウ ・ シャオシエン(侯孝賢)

プロデューサー:リー・ジアウェン(李~~)

撮影指導.リン・究ィンジエ(林鼎傑)

編集リン ・ワンユィ(林娩玉)

編集顧問 : レイ・チェンチン(雷鐙卿)

音楽.リ ン・チャン(林強)、ポイントシュー(許志迷)

2016年/台湾/台湾語、中国語/カラー/88分

原題 ・ 日常封話茶店j:SmalITalk 

配給台湾映画同好会

smalltalktw.jp 0悶 @ smalltalktw 

ホアン監督が家族の物語を文字で編んだ 回E阻掴司自制見直姐IIIV!咽臨調

釘符『筆録 日常対話私と向性を愛する母と .JJ (サウザンブックス社) 国
ポレポレ東中野
03 3371 0088 pole2.co.jp 
JR東中野駅西口改札北側出口より徒歩1分

都営大江戸線 A l 出口より徒事1分
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2021年プ月31 日[土]ロードショー!


